立川と語ろう立川に生きよう 












の间人、立川市氏悱句金 いよいよ幕が… . 注目の一瞬..蕈田努の四女、依子さんと立川市 S 

の®々、句碑霣立を害びあう t により句碑が序薷される： 


一：枝の影も欺かず 


俳人、中忖苹田立川の根川 
にその旬碑が a てられた"「冬の 
水 I 枝の杉も肽かず/実はここ立 
川の柴崎町»済寺で•この一句を 
作つていた t いぅ ことを ご存じで 
したか？单田 W 、 戧刊の俳达『萬 
緑4の五百号記念を機に•建立" 
逍 ゆく人に詩 ffl を5- える。 
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冃刊 • え<てびあん立 III と話ろラ • 立/ II に生 S よ〇 
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n 都圈に抵がる 
とみん銀行 





表紙は語る 


% \> あ一と■レリー•フ 
ひ C まり by M 谷悦子 


空かんが教科書に変わった日 


多摩26市の中で、ゴミ排出 i が最も多いという立川。 
OECD (23 力国）のリーダーとしての日本：小さい時から 
自分逢の住むところは自分連で貴任を持って護っていくの 
は人間の鉄則である 0 琛境問想がウンヌンされている中、 
我が七小の生徒たちは目を歸かせて、空かん集めに熱中。 
教宵効果を高めた上に還元金が嚣仙に届くという朗報が編 
集部に舞込んだ。 


★雲 仙にまで届いた 
七小生徒の熱い気持ち ★ 



真如苑だよリ 


田□興輔 

テノール リサイタル 

11月6日火 

午後7時開演 

1 

糾合せ • 201 . T 1 J 


銀杏の色も KW き、 
八 S 塚の店瓷にはみ 
かん。街行く人も、 

ジヤン • ハ f やウィン 
ドブレ — 力 f 姿が出 
現。冬があちこちに 
蒴を出す今 C2 このご 
ろになりました。 

さて、今月，衣紙 
を師つてくださつたのは、ア|卜 
サロン四季 < 曙町 > で先£=、倜族を 
m いた HS 谷悦子さん • 阴谷さんは、 
昔，油絵もされていたが、お友逢 
の勒めで，姪い 4 ハ持ちで木彫りを 
はじめてみたといぅのがこの捥荊〇 
能も 4 み、いろいろな入生 n — ス 
を » て，木形りに到逢。•■人生の嵌 
後の * しみではじめま I た」と舐 
る |« 谷さん。 

『0分の人生の全てを w みて、 
自分自身をまとめ •* 現できたら、 
g しく思います」 t 。 それでも， 
周りの方々の支えでやつてこれた 
んだと思います•とひかえめ"0 
然が好きで•山莊で暮らすことも 
多いという- 

そう いう作者の心 # L さが この 
作品にも表われ•浮き彫り C : され 
ている。 



•空かんを 
教材にできないか 

空かん一つで二 14 だという 。 E 
個で10 5^ この還元金を!€,*会话 
肋に使うというアィデアを思いつ 
いたのは •;/: 川第 b 小学校の®形 
«!^ 使ぇるもの'使ぇない物を 
分ける、同じ類のものを—とめる 
ことを通じて、分別の知 S も身に 
つけてくれたら。また•どんなも 
のにも生命があるょうに物にも生 
命がある。それを大切にする心を 
竹つてもらえたら • そして、やが 
ては，人 rKI も P1 じといラことを * 
わか c てもらえたら，と。 

•校長先生、 

雲仙に送りたいんです 

域杉校长は圯 t 会名義の：§帳を 

作ってぁげた0運元金は*三〇か 

らはじめ•八 H には既に^かんが 

1万円<:«身1てぃた*そこへ、 

客油災吉のニュース*圯*会で， 


牛徒たちが話 L 合い•空かんのお 
贪を II 援坌と I て送りたいと校長 

先 111: 一 H つてきた**「ユニセフも 

あるよ」と尾衫校長が、屯徒に1 n 
うと’ 「 ilf: 界よりまず • R 本人の 
方が先だ」と一 B つてきたという。 

ft から もらう おこづかいは， も 
• りうお令。空かんのお金は&分逹 
で汗して残 I たお金 " 「ああ•い 
いこ t したね W と S うと W 張る姿 
が t て も * としていたという。 

「なるよラにしかならない J t 
いう十一文字は • あきらめ。「な 
るようになる」という七夂字◊こ 
の差、四文字に、 «! 境問跑はある。 
それを生き方の S として^づいて 
くれたら、という休禅 18 の合 * 
で描ってくれた。 

どこか，明るいものを ® じ•校 
鬥を後に L た • 



「う彳ん大変だなあ」と B いながら 

空かんつぶしに汗する七小生徒たち 


ど楝に細毛をつけた植物はたくさ 

ん R られるが • 何と S つて稱 

糸のような美しく大きな»毛をつ 

けたガガイモが殺から飛び出す光 

话は CI 然が生み出す fil 事な光 S: だ。 

{ 鈴木功 ) 


ある 0 立川でもわずかではあるが 
免もみじの SL られる場所は、多嗲 
川の河川敷や昭和記念公阐阇りの 
P 地 •>/: 川で少し浅る水 m の中 • 
また岛地の 13 りなどで*意外とも 
思われる芙しさに出合ラことがあ 

る "* から秋にかけて，一、二度 

草刈りが行わ n 新 L く并吹いたや 

ゎらかぃ苹にその色づきが生じる。 

この 5 は • 草たちが&んに择で 


を^き ft らす季 ffi でもある U セィ 
ヨウタンボポは初咎から晚秋まで 
, ^H5-ffe を咲かせては稀をつける。 
朝蹲にぬれた月色の雄 <fg 子のょぅ 
な冠毛は «. 事な芸 * 品だ。 D が当 
〇やがて % 経るになると*さつさ 

と風に乘って旅立つ。ォナモミや 

ィヌ n ズチ — キンミズヒキは•人 

間を含む觔物たちにしつかりとく 

っついて適地に迷ばれていく。ゲ 

ンノシ a ウ n の稂子は、強いばね 

になつている毂からはじき出され 

て 3 くへとぶ。実を出した t きそ 

り返った姿が卸輿の屋根に似るの 

でミコシグサ t も呼ばれている C 

ススキ、オギ•メリケンカルカヤな 





-1** H ともなると朝晚 U ぐんと 

冷え込んで，冷たい*にぬれた野 

a* たち t?- 足で晚秋の色へ tifc め 

られていく 0 ¢*もみじの始まりで 


荀花薰る候、とはょく云 
ったもので天候不順の今年 
ですが•確実に秋色浪くな 
- 〇てまいりました*街のそ 
こここで荀佗まつりが催さ 
れております。秋の薫り © 
かな爽如苑へ • どぅぞ*浓 
やかにお出掛けください • 

■ 〇時 11H15 日 

午後 2 時〜 4 時 


■ 卸本尊 •* 如宝物眩をはじめと 
して映_など盛りだくさんの用意 
が I てございます。 

■ 立川市民 ( 成人)に限らせて項き 
ます。 

_ お申 1 込み 
は「えくてび 

あん•コンパ 
ニオン^本誌 
を手滩 L てく 
れた人 ) へ。 



佐藤氏、広報功労1¢ 

都内11十六市ではじめて 

HI 今¥四月の 
* 觔まで十 
四年 m 、 広 
祁活勧にあ 
た -0 てきた 

i 川市役所、元広報課 feftli 高之 
氏がこの程、日本広報協全から広 
報功労者として表彰を受けた。 



都内二+六*からは•はじめて 
の受 * である"「広報たちかわ」の 
取 ws :^ をはじめ•紙曲活字の大 
S 化 ■ . H らお祭りを企その 
ム n 本も®今/また，ゴミ問趙をいち 
V - く取り L げ • 言葉だけで終らせ 
ず、実際に十年前から m 報を再生 
.紙で発行する等。広報マンとして 
©点に«ってモノを兴く粢势を41: 


立川 • k ^ 奴 ； a 


童話作家森忠明氏 ( « 町) 
野間児童文芸貴受赏 

-1 立川は、なかなか絵になるん 
だけどねえ」と語つてくれたのは . 
曙 W] 在住の S 話作家、森忠明氏 • 
「ホ — ン岬まで j {くもん出版 > で， 
野圊圯 * 文芸寅を受賞された。 

十九 ^ で詩才を寺山修司に ag め 
られ阃事。昭和一一 一 十年代の少年の 
睫に ftt キラキラ L ていたタチ方 
ワ .ol ルドを害き « けて二十年 • 


そのユ -I 丨クぶ -^ も「君•やつばり 
立川なんだねぇ」 ( 寺山修司から > 
と感慨深げに IH われていた程 - 
立川と主入公によ 6 ボエティッ 
クな世界を租いてみ n ば卓越した 
•何デが広 
がってぃく _ 

のがわかる 
だろぅ • 立 | 

III が新しく 
兄えてく 61 


索風 



落汹に，風 [4 を ^ 取つて俳^を 
よむ瞒がある。テ—マ <诛句のほ 
うでは兼扭とか、 W, 租というら L 
い > は「 #.? 」 ■ 八ッつぁんだか fife 
さんだかが「ガリガリと船底かじ 
る # の餃 j とやつて笑いをとる L 
いう 4 法だ俳句のお笑いに、な 
んにでも「根毕の里のわび住い」 
を付けるのがある _ 「秋深 1 根岸 
の！のわび tt い」「落葉敗る根毕 
の里のわび住まい / 初 *35 *や根序の 
里のわび tt い」 根川緑退に姓 ' fr. 
された单田男句碑「冬の水-枝の 
彩も欧かず」とはじめて出会つた 
時、どう就んだらいいのか解らな 
かつた _ ツマズキは「一枝」にあ 
る £ 悱，？に SII * みがない入間はつ 
い「ひとえだ」と流んでしまう * 
そうすると ' 全体が五七 E のリズ 
ムを /« して L まう。このことを人 
に活 1 活し、ようやくにして「い 
01 」という統みに油り ® く。な 
んとも负恥か I い。もつとも「苹 
W3PJ をゾゥデンォトコと说んだ 
豪の者もいるくらいだから H 枝」 
の K み違いくらいで^くこともな 
いか俗に為人は -: 一万，耿人三卜 
方、 # 人 1 一 • 百 " 人という。短いか 
ら、多いというわけのものではあ 
るまい。五七五のリズムが日本人 
の ® には染み込んでいて、日木語 
とよほど相性がよいのであろラ ® 
谷川水車 5t 生が中心になつて ifiKI 
I ている立川市民俳句会は、いつ 
も盛 1R だ。街にあふれよ '™1 ラたご 
ころ」！ 11 IJ ひね〇ますか飛41 
をふむ#一つえくてびあん 


{■«)中»|好子《本私 9 嫌川瑁中村輅里 
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f 立川クイズ ■ 

こめ * たりの多來川の川 fs にと 
ても珍しい M 物が&生しているの 
をご ff 知でしょラか。分布が限ら 
れ • しかも植物学 h 、 最初に発 a 
されたのがここ立川、といぅ賁审 
なもの。昔ょりずい分少くなつて 
いる，てぅですが、毎年けなげに嗖 
いているその花の名は？ 
tto 月号の答〕❸ 


府立二中 <坝立川高校》の .* W 
会は地域の数少ない* I みの•つ 
で•大势の兒物人で赈わつたそぅ 
です。斛钇間もない明治43年1:は 
その ft r 力数千人に及んだとか • 
地元からは山のょぅな It 品も！！ら 
れて、まさに！•一多*-の大ィべン 
卜だつたわけです。 

100号では第一回目(明治 a 4 年》 
の見物入の数として出埋しました 
が、明治43年の折の tt でしたので 
お詫び I て盯：止いたします。 
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漢字 I 字揷入せよ 

遠水火を 

教ゎず 

大きい薬罐は 

J フ fi ml > 

沸き力 I 

























































私の傑作選 




A 


マ 

雄のアルパムにもキラリッと光る一枚がある. 
撮れた/と思った，シャッターが«い. 



野 Mjl * さん 
<«嶠町4 丁 H ) 

爱搛專313>イ*7レック K 

■すすき 

多 IP 川の芒を ff くそよかせて浦るる瓤に齑も M かむか 


有馬 sit さん 
3 . 70 - 

愛檐善- 1n > F 4 

■调率と料堪 











